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企業団議会報告

　平成２５年企業団議会第２回定例会は９月２日から９月４日の３日間の会期で開会されました。
　「平成２５年度石巻地方広域水道企業団補正予算」ほか１議案が審議され、いずれも原案のとおり可決さ
れました。

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

２４

決
算
認
定
に
つ
い
て

　

企
業
団
の
水
需
要
は
、
震
災
前
の
水
準
ま

で
に
は
回
復
し
て
い
な
い
も
の
の
、
震
災
か

ら
の
回
復
と
と
も
に
復
興
需
要
に
よ
り
増
加

し
た
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
口
径
で
増
加
を

示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
決
算
に
お
け
る
損
益
計
算
書

24

で
は
、
収
益
が　

億
７
千
万
円
（
水
道
料
金

50

な
ど
）、
費
用
が　

億
３
千
８
百
万
円
と

49

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
益
か
ら
費
用
を
差
し

引
い
た
純
利
益
は
、
１
億
３
千
２
百
万
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し　

億
６
千
１
百
万

19

円
（
率
に
し
て
１
０
７
・
2
7
％
）
の
増
益

と
な
り
ま
し
た
。

●
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
の

平
成　

年
度
決
算
状
況
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２４

▼
認
定
第
１
号
に
関
す
る
質
疑
と
答
弁
の
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

　

純
利
益
発
生
の
要
因
に
つ
い
て　
　
　
　

　

当
初
予
算
で
は
赤
字
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
決
算
の
結
果
、
純
利
益
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
の
相
違
の
要
因
に
つ
い
て
伺

う
。　

有
収
水
量
の
増
加
に
よ
り
給
水
収
益

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
認
定
第
１
号

　

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て　
　
　
　

　

収
支
計
画
に
お
い
て
赤
字
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
純
利
益
が
発
生
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

水
道
料
金
収
入
に
つ
い
て
は
、
震
災

以
前
の
水
準
ま
で
は
及
び
ま
せ
ん
が
、

構
成
２
市
の
復
興
計
画
に
伴
い
水
需
要
は
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
増
収
す
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
出
面
に
お
い
て
は
、
今
後
電
力

等
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
費
用
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

蛇
田
浄
水
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て　
　

　

蛇
田
浄
水
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

伺
う
。

　

企
業
団
の
内
部
組
織
と
し
て
跡
地
利

用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
現
在
慎
重

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

水
需
要
の
回
復
状
況
に
つ
い
て　
　
　
　

　

水
需
要
の
回
復
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

主
に
一
般
家
庭
用
の
メ
ー
タ
ー
口
径

　
 
㎜
と　

㎜
の
使
用
水
量
は
、
震
災
以

13

20

前
を
基
準
と
し
て
約　

％
ま
で
回
復
し
て
い

90

ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
用
と
し
て
の
メ
ー
タ
ー
口

径　

㎜
以
上
に
つ
い
て
は
、
約　

％
ま
で
回

25

78

復
し
て
お
り
、
全
体
で
は　

％
ま
で
回
復
し

86

て
お
り
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
減
免
措
置
に
つ
い
て　
　
　

　

基
幹
産
業
に
お
い
て
は
水
道
の
使
用

が
多
い
た
め
、
減
免
さ
れ
れ
ば
復
興
の

加
速
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

企
業
誘
致
な
ど
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
水
道

料
金
の
減
免
措
置
等
の
政
策
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
企
業
長
の
見
解
を

伺
う
。
　

基
幹
産
業
、
特
に
石
巻
の
場
合
は
水

産
業
、
水
産
加
工
業
の
再
建
に
伴
い
水

需
要
が
回
復
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
企
業
団
の
現
在
の
経
営
状
況
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
別
利
益
と
特
別
損
失
の
内
訳
に
つ
い
て

　

特
別
利
益
と
特
別
損
失
の
内
訳
に
つ

い
て
伺
う
。

　

特
別
利
益
の
内
訳
は
、
東
日
本
大
震

災
に
係
る
他
事
業
体
か
ら
の
人
的
支
援

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
災
害
復

興
に
お
け
る
特
別
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ

た
も
の
で
、
構
成
市
と
の
経
費
負
担
に
関
す

る
協
定
に
よ
り
、
関
係
市
負
担
金
と
し
て
繰

り
出
し
を
得
た
も
の
や
上
水
道
災
害
復
旧
の

国
庫
補
助
及
び
原
発
事
故
に
伴
う
東
京
電
力

か
ら
の
損
害
賠
償
で
す
。

　

特
別
損
失
の
内
訳
は
、
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
臨
時
損
失
と
水
道
料
金
を
不
納
欠
損
処

分
し
た
も
の
で
す
。

問 答 

問 答 問 答 問 答 

問 答 問 答 
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高
金
利
の
企
業
債
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

高
金
利
の
企
業
債
に
つ
い
て
軽
減
す

る
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

４
％
台
の
企
業
債
に
つ
い
て
は
全
て

政
府
債
で
す
。
金
利
の
高
い
企
業
債
を

減
ら
す
こ
と
は
経
営
改
善
の
一
つ
の
方
策
だ

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
借
換
え
等
に
よ
る

軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
今
後
も
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
間
委
託
に
つ
い
て
監
査
委
員
の
見
解
を
伺

う
　

民
間
委
託
に
つ
い
て
監
査
委
員
の
見

解
を
伺
う
。

　

公
営
企
業
等
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

は
、
住
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
で
あ
る

な
ら
ば
、
法
に
反
し
な
い
限
り
民
間
委
託
等

は
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

　

入
札
制
度
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

　

入
札
不
調
に
よ
る
事
故
繰
越
の
増
加

に
伴
う
今
後
の
入
札
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
う
。

　

企
業
団
の
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、

構
成
市
の
入
札
制
度
を
見
習
っ
て
い
ま

す
が
、
構
成
市
が
実
施
し
て
企
業
団
が
ま
だ

実
施
し
て
い
な
い
部
分
を
精
査
し
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
状
況
を
打
破
す
る
よ
う
な
方
策
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

復
興
事
業
に
伴
い
多
額
の
財
政
需
要

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
解
決

し
経
営
状
況
を
打
破
す
る
よ
う
な
方
策
を
持

つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

国
や
県
、
構
成
市
の
復
興
関
連
事
業

に
伴
う
配
水
管
の
布
設
替
等
に
つ
い
て

は
、
水
道
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
補

助
率　

％
、
ま
た
移
設
補
償
が
困
難
な
部
分

８９

の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
補
助
率

　

％
の
中
で
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

８９財
源
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
立
っ

て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て　
　
　
　

　

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
の
経
営
状
況
に
お
い
て
、
欠
損

金
は
発
生
し
て
い
る
が
資
金
不
足
が
生

じ
て
な
い
こ
と
か
ら
、
当
面
は
値
上
げ
を
回

避
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
営
審
議
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て　
　

　

経
営
審
議
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　

経
営
審
議
会
は
企
業
長
の
諮
問
機
関

と
し
設
置
し
て
い
ま
す
。
開
催
は
年
２

回
程
で
、
議
会
に
提
案
し
た
予
算
や
決
算
等

の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
、
企
業
団
の
現
状

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

25

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
の
理
由
は
、
東
日
本
大
震
災

に
係
る
災
害
復
旧
に
伴
う
特
例
査
定
の
一
部

保
留
解
除
に
よ
り
、
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
。
東
日
本
大
震
災
に
係
る
水
道
加

入
金
の
一
部
減
免
措
置
に
よ
り
、
収
入
済
み

の
水
道
加
入
金
に
還
付
が
生
じ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
所
要
額
に
つ
い
て
補
正
し
た
も
の

で
す
。

▼
第
８
号
議
案
に
関
す
る
質
疑
と
答
弁
の
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事
内
容
に
つ
い
て

　

災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　

牡
鹿
地
区
で
は
市
の
道
路
災
害
復
旧

事
業
に
伴
う
送
・
配
水
管
布
設
替
工
事
。

石
巻
漁
港
で
は
水
産
庁
直
轄
の
漁
業
集
落
防

災
機
能
強
化
事
業
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工

事
。
大
手
・
中
島
埠
頭
で
は
県
の
港
湾
施
設

災
害
復
旧
事
業
に
伴
う
配
水
管
の
布
設
替
工

事
。
東
松
島
市
の
野
蒜
地
区
で
は
農
地
海
岸

堤
防
災
害
復
旧
事
業
に
伴
い
震
災
時
に
仮
設

配
管
し
た
箇
所
の
本
復
旧
工
事
で
す
。

問 答 問 答 問 答 

問 答 問 答 問 答 

◇
第
８
号
議
案

問 答 

蛇
田
浄
水
場
の
撤
去
に
係
る
国
の
補
助
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

蛇
田
浄
水
場
の
撤
去
費
用
に
つ
い
て
、

国
か
ら
の
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　

蛇
田
浄
水
場
の
撤
去
に
係
る
財
政
措

置
に
つ
い
て
は
、
去
年
か
ら
国
に
対
し

要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
跡
地
利
用
に
お

け
る
財
政
措
置
に
つ
い
て
も
国
に
対
し
継
続

的
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

遊
休
資
産
の
利
活
用
に
つ
い
て　
　
　
　

　

遊
休
資
産
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　

石
巻
市　

箇
所
、
東
松
島
市　

箇
所
、

３１

３７

女
川
町
に　

箇
所
（
平
成　

年
度
末
）

５８

２２

の
遊
休
資
産
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
所
は

山
の
中
に
点
在
し
て
お
り
、
売
却
す
る
に
も

困
難
な
状
況
で
す
。

問 答 問 答 
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金　　　額科　　　目
18億 5,056 万円負 債
1億 2,217 万円企 業 債
17億 2,839 万円未 払 金 等
534 億 4,220 万円資 本
168 億 1,606 万円自 己 資 本 金
116 億 2,299 万円借 入 資 本 金
217 億 7,924 万円資 本 剰 余 金
32 億 2,391 万円利 益 剰 余 金
552 億 9,276 万円負債・資本合計

50億 7,005 万円○収益合計

49 億 4,599 万円上 水 道 収 益 合 計

42億 9,231 万円水 道 料 金

6億 5,368 万円そ　の　他

1億 2,406 万円簡易水道収益合計

6,853 万円水 道 料 金

5,553 万円そ　の　他

平成 24 年度決算状況

合　　計簡易水道上　水　道区　　分
191,582 人4,668 人186,914 人給 水 区 域 内 人 口
190,866 人4,628 人186,238 人給 水 人 口
99.63％99.14％99.64％給 水 普 及 率

24,382,610m3499,042m323,883,568m3配 水 量
20,104,983m3302,175m319,802,808m3有 収 水 量

82.46％60.55％82.91％有 収 率
21,752,864m3335,403m321,417,461m3有 効 水 量

89.21％67.21％89.67％有 効 率

《業務の状況》 （平成２５年３月３１日現在）

金　　　額科　　　目
473 億 2,343 万円固 定 資 産
33億　862 万円土 地 ・ 建 物
440 億 1,481 万円構 築 物 等

0円投 資
79億 6,933 万円流 動 資 産
28億 3,653 万円現 金 預 金
3億　851 万円未 収 金
48億 2,429 万円有 価 証 券 等
552 億 9,276 万円資産合計

49億 3,718 万円○費用合計

46 億　936 万円上 水 道 費 用 合 計

8億 4,766 万円人 件 費

1億 9,725 万円動　力　費

2億 5,229 万円修　繕　費

17億 6,581 万円減価償却費

2億 6,825 万円支 払 利 息

12億 7,810 万円そ　の　他

3億 2,782 万円簡易水道費用合計

2,077 万円人 件 費

1,205 万円動　力　費

1,778 万円修　繕　費

1億 3,930 万円減価償却費

2,663 万円支 払 利 息

1億 1,129 万円そ　の　他

1 億 3,287 万円○当年度純利益

　みなさんが支払った水道料金などが、どのように使われたのかを知っていただくために、平成２４年度

の決算状況等をお知らせします。

損　益　計　算　書

貸　借　対　照　表
（平成２５年３月３１日現在）

（平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで）
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収入済額予算現額

24 億 6,371 万円49 億 2,887 万円○収入合計

24 億 2,421 万円48億 4,164 万円上水道収入合計

23億 2,869 万円43億 9,903 万円水 道 料 金

9,552 万円4億 4,261 万円そ の 他

3,950 万円8,723 万円簡易水道収入合計

3,843 万円6,889 万円水 道 料 金

107 万円1,834 万円そ の 他

（消費税込み）

（消費税込み）

平成 2４年度資金不足比率報告書

地方公共団体の財政健全化に関する法律第２２条第１項の規定による資金不足比率

資金不足比率

（A）／（B）×１００

事業の規模（B）

（営業収益－受託工事収益）

資金不足額（A）

（流動負債－流動資産）

－　　　　％4,396,901,618 円△ 6,240,941,272 円

※資金不足額は発生していません。

●営業収益

4,396,901,618 円

●流動負債

1,728,391,087 円

●受託工事収益

　　　　　　　　 　0円

●流動資産

　7,969,332,359 円

　　　　平成 2５ 年度経営概要（平成２５年９月３０日現在）

支出済額予算現額

20 億 9,263 万円55 億 6,671 万円○支出合計

19 億 6,255 万円52億 2,884 万円上水道支出合計

4億 3,675 万円8億 8,408 万円人　件　費

9,756 万円2億 3,323 万円動　力　費

6,476 万円3億 3,824 万円修　繕　費

8億 9,158 万円18億　131 万円減価償却費

1億　930 万円2億 1,946 万円支 払 利 息

0円5,000 万円消費税等納税額

3 億 6,260 万円17億　252 万円そ　の　他

1億 3,008 万円3億 3,787 万円簡易水道支出合計

1,011 万円2,002 万円人　件　費

655 万円1,279 万円動　力　費

301 万円2,742 万円修　繕　費

6,819 万円1億 3,947 万円減価償却費

1,298 万円2,570 万円支 払 利 息

2,924 万円1億 1,247 万円そ　の　他

合　　計簡易水道上　水　道区　　分

191,374 人4,448 人186,926 人給水区域内人口

190,658 人4,408 人186,250 人給 水 人 口

99.63%99.10%99.64%給水普及率

12,331,356m3246,018m312,085,338m3配 水 量

10,322,378m3159,021m310,163,357m3有 収 水 量

83.71%64.64%84.10%有 収 率

11,310,379m3177,706m311,132,673m3有 効 水 量

91.72%72.23%92.12%有 効 率

《業務の状況》

収入済額予算現額

3 億 3,957 万円99 億 7,391 万円○収入合計

3 億 3,917 万円99億　706 万円上水道水道加入金等

40万円6,685 万円簡易水道水道加入金等

支出済額予算現額

9 億 8,915 万円119 億 6,116 万円○支出合計

9 億 4,497 万円117 億 1,829 万円上水道支出合計

3億 1,359 万円107 億 2,432 万円建設改良費

6億 3,138 万円9億 9,397 万円企業債償還金・その他

4,418 万円2億 4,287 万円簡易水道支出合計

1,376 万円1億 7,055 万円建設改良費

3,042 万円7,232 万円企業債償還金・その他

※支出には、予算繰越額 1億 747 万円を含む。

※収入不足額は損益勘定留保資金等で補てん。

　この公表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、決算数値で

算定した資金不足比率を監査委員の審査に付し、その意見を付けて議会に報告し、そ

れからみなさんに公表します。

■収益的収入

■資本的収入

■収益的支出

■資本的支出 （消費税込み）

（消費税込み）
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平
成　

年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

26

　

企
業
団
で
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
水
質
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
浄
水
場
の
原
水
、
浄
水
処
理
過

程
水
及
び
配
水
管
末
端
の
給
水
栓
水
（
蛇
口

か
ら
出
る
水
）
を
対
象
に
水
質
を
厳
し
く
管

理
し
、
水
道
水
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
水
質
検
査
計
画
の
内
容
に

26

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お

り
ま
す
。
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
浄

水
課
水
質
検
査
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
】
浄
水
課　

�　

‐
２
９
１
１

７３

真
冬
日
に
は
凍
結
に
ご
注
意
！

　

最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４ 
℃ 
以
下
と
予
想

さ
れ
る
朝
に
は
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
冬
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
水
抜
栓
の
場
所
を
確
認
し
た
り
、

正
し
い
操
作
方
法
を
確
認
し
た
り
し
て
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

水
抜
栓
の
操
作
方
法
は
平
成　

年　

月
１

25

12

日
発
行
の
広
報
広
域
す
い
ど
う
号
外
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
】
給
水
装
置
課　

�　

‐
６
７
０
７

95

朝
一
番
の
水
は
飲
料
水
以
外
に
！

　

企
業
団
で
は
水
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
安

全
な
水
を
お
客
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
給
水
装
置
に
鉛
管
を
使
用
し
て

い
る
ご
家
庭
で
は
、
朝
一
番
の
水
や
長
時
間

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
水
に
、
ご
く
わ
ず
か

な
鉛
が
溶
け
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

念
の
た
め
、
使
い
始
め
の
バ
ケ
ツ
一
杯
程

度
の
水
は
、
飲
み
水
や
料
理
以
外
の
洗
濯
や

ト
イ
レ
等
に
使
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

ま
た
、
浄
水
器
を
使
用
し
て
い
る
場
合
で

も
、
使
い
始
め
の
水
は
飲
み
水
等
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（
※
取
扱
説
明
書
の
注
意
を
守
っ
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。）

【
問
】
給
水
装
置
課　

�　

‐
６
７
０
７

95

企
業
団
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

　

企
業
団
で
は
、
職
員
の
給
与
・
人
事
行
政

運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る

た
め
、「
企
業
団
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職
員

の
任
用
、
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
】
総
務
課　

�　

‐
６
７
１
３

95

漏
水
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

こ
れ
は
、
貴
重
な
資
源
で
あ
る
「
水
」
を

無
駄
な
く
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
二
次
災

害
（
道
路
の
陥
没
、
建
物
へ
の
浸
水
、
水
道

水
の
汚
染
な
ど
）
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
調
査
で
も
あ
り
ま
す
。

　

調
査
は
、
身
分
証
を
携
帯
し
、
腕
章
を
着

用
し
た
調
査
員
が
昼
間
の
時
間
に
戸
別
訪
問

し
、
ご
家
庭
の
メ
ー
タ
ー
や
止
水
栓
か
ら
の

漏
水
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
宅
地
内
や
道
路
上
で
漏
水
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
企
業
団
へ
の
情
報
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
メ
ー
タ
ー
以
降
で
漏
水
し
た
場
合

は
、
漏
水
と
な
っ
た
水
量
分
の
料
金
も
含
め

て
お
客
さ
ま
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修

繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
施
設
管
理
課　

�　

‐
６
７
１
２

９５

震
災
移
転
時
に
加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

企
業
団
で
は
、
給
水
装
置
工
事
の
特
例
措

置
と
し
て
、
被
災
に
よ
り
移
転
さ
れ
る
お
客

さ
ま
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
加
入
金
免

除
に
係
る
要
件
の
一
部
を
平
成　

年
3
月　

33

31

日
ま
で
の　

年
間
に
つ
い
て
緩
和
し
て
お
り

10

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
給
水
区
域
内
で
、
被
災
し
た
場

所
の
給
水
装
置
を
廃
止
し
、
移
転
先
の
居
住

地
で
、
新
た
に
給
水
装
置
を
設
置
す
る
際
に

必
要
と
な
る
加
入
金
に
つ
い
て
免
除
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成　

年
3
月　

日
以
降
に

２３

11

申
請
さ
れ
た
給
水
装
置
工
事
で
、
要
件
を
満

た
し
て
い
る
お
客
さ
ま
に
つ
い
て
は
、
加
入

金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
要
件
に
該

当
す
る
お
客
さ
ま
で
、
す
で
に
加
入
金
を
お

支
払
い
済
み
の
場
合
は
還
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
給
水
装
置
の
工
事
を
行
っ
た
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
】
給
水
装
置
課　

�　

‐
６
７
０
７

95

健康のため水を飲もう推進運動より
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油
類
の
取
扱
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
家
庭
で
の
油
類
を

取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
の
操
作
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
油
流
出
事
故
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

油
の
流
出
は
、
河
川
環
境
等
に
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
状
態
や
取

扱
い
等
に
関
し
て
再
度
確
認
し
、
安
全
な
使

用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
】
浄
水
課　

�　

‐
６
７
１
４

９５

　貯水槽水道とは、企業団から供給される水をいったん貯水槽（受水槽・高置水槽）に受けた後、建物の

利用者に供給する施設の総称をいいます。 

　その貯水槽の管理が不十分な場合は、ゴミや異物の混入、さびの発生などによって、汚染されることが

あります。 

　このため、貯水槽設置者の方は日常的な管理のほか、貯水槽の定期点検・清掃を実施し、定期検査を受

けることになっています。 

安全な水で、安心した 

生活が送れるよう、 

適切に管理しましょう。 

▼貯水槽の清掃 

　水槽の清掃を１年以内ごとに１回
定期的に行ってください。 

▼貯水槽の点検 

　水槽の点検等、有害物、汚染物によ
って、水が汚染されるのを防止する
ために必要な措置を行ってください。 

※受水槽等は設置者の所有です。清掃や点

検費用等は、設置者の負担となります。 

 

（水道法及び企業団給水条例により、設置者 

自らが管理することになっています。） 

【問】 給水装置課　�９５‐６７０７ 

経
営
審
議
会
委
員
の
就
任

　

経
営
審
議
会
は
、
水
道
事
業
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、
お
客
さ
ま
の
視
点
か
ら
経

営
全
般
に
関
し
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
名
の
委
員
が
諸
事
情
に
よ
り
退
任

し
た
こ
と
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
選
出
さ
れ

た
２
名
（
石
巻
市
２
名
）
の
方
を
、
平
成　
２５

年　

月
１
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

１１

　

新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
委
員
の
み
な
さ

ん
に
は
、
今
後
の
企
業
団
の
事
業
運
営
と
効

率
的
な
経
営
に
ご
助
言
、
ご
協
力
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
新
た
に
就
任
さ
れ
た
委
員

（
平
成　

年　

月
１
日
委
嘱
）

25

11

　
 
田 　
 
村 　
 
真 　
 
介 　

委
員

た 

む
ら 

し
ん 

す
け

　
 
吉 　
 
村 　
 
邦 　
 
彦 　

委
員

よ
し 

む
ら 

く
に 

ひ
こ

【
問
】
経
営
企
画
課　

�　

‐
２
８
４
７

９５

企業団オフィシャル ホームページ
　パソコン、タブレット、スマート

フォンなど、ご使用の環境に応じ

てホームページを快適にご利用

いただけます。ぜひアクセスして

みてください。

 企業団ホームページのアドレス

http://www.ishikousui.or.jp 
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平成26年4月1日から

　企業団では、経営効率化の一環として、水道料金等徴収業務を民間委託することにしました。

　受託事業者は、公募型プロポーザル方式により選定した結果、石巻地方水道サービス共同企業体に決定

しました。

　委託期間は平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日までの５年間です。

　平成２６年４月１日からは、企業団で取り扱いしてきた水道料金等徴収業務のすべてを、『石巻地方広域
水道企業団お客さまセンター』を開設して取り扱いします。
　水道料金等徴収業務の民間委託に伴い、お客さまへのサービス低下にならないよう、万全な準備のもと

に進めておりますので、ご理解とご協力をお願いします。

水道の使用開始・中止、料金に関するお問い合わせは

石巻地方広域水道企業団お客さまセンター　� 0225-96-4955
■委託先
　　石巻地方水道サービス共同企業体
■所在地
　　石巻市蛇田字新下沼９番６号
■営業時間
　　午前８時３０分から午後６時まで
　　（土・日・祝日・年末年始を除く）
■委託する業務内容
　　水道料金・下水道使用料徴収業務のすべて
　　　使用開始中止等の受付、水道メーター検針、
　　　水道料金調定、水道料金収納及び滞納整理、
　　　転居等による精算、電子計算処理

平成２６年４月１日からは、水道の使用開始・中止等の手続き及び水道料金のお支

払いについては、企業団の窓口ではお取り扱いできませんのでご注意願います。

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団 

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー 

お
引
越
し
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　

転
勤
や
入
学
、
就
職
な
ど
で
引
越
し
が
始
ま
る
３
月
、
４
月

は
、
水
道
の
使
用
開
始
や
中
止
の
申
込
み
が
大
変
多
く
な
り
ま

す
。当
日
に
お
申
し
込
み
さ
れ
て
も
お
伺
い
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
開
始
や
中
止
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

希
望
日
の
５
日
位
前
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
道
の
ご
使
用
を
や
め
る
場
合

　

水
道
使
用
水
量
等
通
知
書
、
ま
た
は
納
入
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
お
客
様
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
使
用
を

や
め
る
日
・
転
出
先
の
住
所
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
等
の
精
算
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
支
払
方

法
を
確
認
の
う
え
、
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◆
新
た
に
水
道
を
ご
使
用
さ
れ
る
場
合

　

入
居
先
に
置
い
て
あ
る
「
水
道
を
ご
使
用
さ
れ
る
お
客
様
へ
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
お
客
様
番
号
・
新
た
に
使
用
さ
れ
る
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
使
用
開
始
日
を
確
認
し
ま
す
。

平成２６年３月３１日までのお問い合わせ先

お申し込みは　電話でＯＫです！

「お客様番号」を確認のうえ
お住まいの地区の電話番号へおかけください。

石巻 ･河南地区の方は
営業課　� 95-6711

牡鹿地区の方は
牡鹿営業所　� 45-2117

河北 ･桃生 ･雄勝 ･北上地区の方は
北部地区管理事務所　� 62-2115

東松島市の方は
西部地区管理事務所　� 83-2274

※受付時間：午前８時３０分から午後 5時１５分まで
（土・日・祝日・年末年始は休み）

（ ）

MAP
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　企業団が発注する平成２６年度の建設工事、建設コンサルタント等業務、物品購入及び役務提供の競争入札に参

加しようとする業者の方々を次のとおり追加受付します。

　参加を希望する方は受付期間中に各申請要領に基づき申請書類を提出してください。

受付開始は
　▼物品購入・役務提供　平成２６年１月１５日（水）から

　▼建設工事・建設コンサルタント等業務　平成２６年２月３日（月）から

建設コンサルタント等業務建設工事物品購入・役務提供

平成２６年度石巻地方広域水
道企業団建設コンサルタン
ト等業務競争入札参加登録
申請要領

平成２６年度石巻地方広域水
道企業団建設工事競争入札
参加登録申請要領

平成２６年度石巻地方広域水道企
業団物品購入・役務提供競争入
札参加登録申請要領

申請要領

平成２６年２月３日（月）から
平成２６年２月１７日（月）まで
（土・日・祝日を除く）
※２月１７日（月）必着

平成２６年１月１５日（水）から
平成２６年１月３１日（金）まで

（土・日を除く）
※１月３１日（金）必着

受付期間

郵送のみ。（宅配便等含む。到着日時が確実に確認できる方法とすること。）
※　持参による申請は受付けしません。
※　到着確認に係る申請者への報告は、当企業団からは一切いたしませんので、発送を依頼さ

れた業者にご確認願います。（受取確認用紙等を送付いただいた場合も同様の取扱いとい
たしますのでご了承願います）

　申請要領は、企業団総務課管財係で配布しているほか、企業団のホームページからもダウン
ロードすることができます。ホームページアドレス（http://www.ishikousui.or.jp）

申込方法

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで有効期間

【問】総務課　�９５－６７１３

平成２６年度　石巻地方広域水道企業団競争入札参加登録（追加）申請について

入 札 に 関 す る お 知 ら せ

　平成２５・２６年度当企業団建設工事承認簿にご登録いただいております管内業者の皆様におかれましては、当企業

団におきまして毎年格付を更新することから、平成２６年度の格付に係る手続きが必要となりますので、申請要領

に基づき書類を提出してください。

管内建設工事業者格付申請について

管内建設工事業者（既に平成２５・２６年度の承認を受けている者）対象者

平成２６年度石巻地方広域水道企業団建設工事業者格付申請要領申請要領

平成２６年２月３日（月）から
平成２６年２月１７日（月）まで
（土・日・祝日を除く）※２月１７日（月）必着

受付期間

郵送のみ。（宅配便等含む。到着日時が確実に確認できる方法とすること。）
※　持参による申請は受付けしません。
※　到着確認に係る申請者への報告は、当企業団からは一切いたしませんので、発送を依頼

された業者にご確認願います。（受取確認用紙等を送付いただいた場合も同様の取扱い
といたしますのでご了承願います）

　申請要領は、企業団総務課管財係で配布しているほか、企業団のホームページからもダウ
ンロードすることができます。ホームページアドレス（http://www.ishikousui.or.jp）

申込方法

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで有効期間

【問】総務課　�９５－６７１３
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●
図
画
小
学
生
低
学
年
の
部

石
巻
市
立
石
巻
小
学
校

３
年　
 
山  
形 　
 
晃  
代 

や
ま 

が
た 

あ
き 

よ

企
業
団　

入
選

全　

国　

入
選

　

私
が
最
初
に
、

全
国
で
入
選
し

た
と
い
う
事
を

聞
い
た
時
は
、

本
当
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
で

す
。
こ
の
絵
を
見
た
人
が
水
を
大
切
に
し
よ

う
と
言
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

●
小
学
生
高
学
年
の
部石

巻
市
立
石
巻
小
学
校

５
年　
 
阿  
部 　
 
志  
帆 

あ 

べ 

し 

ほ

企
業
団　

特
選

　

私
は
、
こ
の

絵
を
描
い
て
い

る
時
、
せ
っ
か

く
山
か
ら
流
れ

て
き
た
き
れ
い

な
水
な
の
に
、

海
や
川
に
お
り
て
き
て
、
そ
の
海
や
川
に
ゴ

ミ
な
ど
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
ら
、
き
れ
い
な

水
が
よ
ご
れ
て
し
ま
っ
て
も
っ
た
い
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て

し
な
い
で
、
水
道
の
水
は
、
大
切
に
使
う
こ

と
を
心
が
け
た
い
で
す
。

●
図
画
中
学
生
の
部

石
巻
市
立
住
吉
中
学
校

３
年　
 
佐  
藤 　

さ 

と
う

 
音
花 

ね 

い 

か

企
業
団　

特
選

　

世
界
の
中
に

は
、
安
全
で
十

分
な
水
を
得
ら

れ
な
い
国
が
あ

り
ま
す
。
日
本

は
、
蛇
口
を
ひ

ね
る
だ
け
で
、
安
全
で
お
い
し
い
水
が
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
。
い
つ
で
も
飲
み
た
い
時

に
水
が
飲
め
る
と
い
う
事
は
と
て
も
あ
り
が

た
い
事
で
す
。
身
近
だ
け
れ
ど
も
、
と
て
も

大
切
で
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
。
だ
か
ら

こ
そ
水
の
無
駄
使
い
は
し
て
ほ
し
く
な
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
、
こ
の
作
品
を
描
き
ま

し
た
。

●
図
画
中
学
生
の
部

石
巻
市
立
山
下
中
学
校

２
年　
 
木  
村 　
 
知  
春 

き 

む
ら 

ち 

は
る

企
業
団　

入
選

全　

国　

入
選

　

今
回
、
私
の

描
い
た
作
品
が

全
国
入
選
し
て
、

と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

食
事
の
準
備
、

洗
濯
な
ど
、
生
活
の
中
で
、
ど
ん
な
場
面
で

も
水
は
大
切
で
す
。

　

普
段
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

い
く
ら
で
も
水
を
使
え
ま
す
が
、
コ
ン
ク
ー

ル
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
く
こ
と
で
、
水
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
水
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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作
品
の
部

●
作
文
小
学
生
低
学
年
の
部

石
巻
市
立
蛇
田
小
学
校

３
年　
 
千  
葉 　
 
蒼  
大 

ち 

ば 

そ
う 

た

企
業
団　

特
選

全　

国　

入
選

　

賞
状
を
も
ら
え
て

う
れ
し
か
っ
た
。
作

文
は
す
ぐ
に
書
け
た

よ
。
水
が
す
き
だ
か

ら
。
水
が
な
い
と
大

変
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
水
を
大
切

に
し
た
い
。
水
が
元
気
を
く
れ
る
か
ら
。

　

水
は
み
ん
な
の
命

　

水
は
す
ご
い
よ
。
水
は
み
ん
な
を
元
気
に
す

る
よ
。
ぼ
く
は
毎
日
水
を
飲
ん
で
い
る
。
毎
日

か
な
ら
ず
、
学
校
で
水
を
飲
ん
で
い
る
よ
。
水

は
、
つ
め
た
く
て
お
い
し
い
よ
。

　

ぼ
く
の
体
に
は
水
分
が
あ
る
。
体
の
半
分
以

上
は
水
分
だ
。
だ
か
ら
、
の
ど
が
カ
ラ
カ
ラ
に

な
る
と
元
気
じ
ゃ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ
。
元
気

が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
は
ぼ
く
だ
け
で
は
な
い
。

み
ん
な
だ
よ
。

　

ぼ
く
の
大
切
な
ハ
ム
ス
タ
ー
だ
っ
て
、
水
を

飲
む
ん
だ
。
水
の
ボ
ト
ル
を
な
め
る
よ
う
に
、

口
い
っ
ぱ
い
に
飲
ん
で
い
る
。
ハ
ム
ス
タ
ー
も

き
っ
と
お
い
し
い
ん
だ
ろ
う
。
む
ち
ゅ
う
で
飲

ん
で
い
る
よ
。

　

花
や
野
菜
だ
っ
て
水
が
必
要
だ
。
毎
日
、
水

を
あ
げ
な
い
と
育
た
な
い
ん
だ
よ
。
み
ん
な
み

ん
な
、
水
が
必
要
な
ん
だ
。

　

水
は
流
れ
る
。
使
い
お
わ
っ
た
水
は
、
広
い

プ
ー
ル
み
た
い
な
と
こ
ろ
へ
流
れ
て
い
く
よ
。

そ
こ
で
あ
ら
わ
れ
て
、
ま
た
水
は
使
わ
れ
る
。

　

水
っ
て
す
ご
い
ん
だ
。
水
は
変
化
す
る
よ
。

味
や
色
や
形
。
ど
ん
な
も
の
に
も
変
化
す
る
ん

だ
。
そ
し
て
、
み
ん
な
を
元
気
に
す
る
。

　

水
道
の
蛇
口
は
ね
、
コ
ン
パ
ス
の
鉛
筆
を
取

る
み
た
い
な
仕
組
み
な
ん
だ
よ
。
蛇
口
は
回
せ

ば
ゆ
る
み
、
そ
の
ゆ
る
み
方
で
、
水
の
早
さ
が

変
わ
っ
て
く
る
。
い
つ
も
蛇
口
ま
で
水
は
き
て

い
る
。
水
が
き
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
大
震
災

の
時
だ
け
だ
。

　

す
ぐ
に
水
が
出
る
と
便
利
だ
よ
ね
。
便
利
だ

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
水
が
使
え
る
ん
だ
。
み
ん

な
水
が
使
え
る
か
ら
元
気
な
ん
だ
。

　

水
は
み
ん
な
に
命
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。
ぼ

く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
の
三
月
に
手
術

を
し
た
よ
。
お
も
い
病
気
に
な
っ
て
八
時
間
以

上
も
手
術
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
手
術
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、「
の
ど
か
わ

い
た
。」
っ
て
言
っ
て
い
た
。
水
も
飲
め
な
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
す
ご
く
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。

　

水
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
少
し
ず
つ
元
気
に
な
っ
て
き
た
よ
。

　

や
っ
ぱ
り
水
は
み
ん
な
を
元
気
に
す
る
ん
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
ぼ
く
は
、
思
う
よ
。
命
を
大
切
に

す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
水
を
大
切
に
し
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
。
水
は
み
ん
な
の
命
の
も
と
だ

か
ら
ね
。

●
作
文
小
学
生
低
学
年
の
部

石
巻
市
立
蛇
田
小
学
校

２
年　
 
今  
野 　
 
智  
貴 

こ
ん 

の 

と
も 

た
か

企
業
団　

入
選

全　

国　

入
選

　

ぼ
く
の
作
文
が
全

国
で
入
選
に
な
っ
た

と
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。作
文
を

応
募
す
る
の
は
二
回

目
。水
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ
と
を
文
章
に
ま

と
め
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
毎
日
、

い
ろ
ん
な
言
葉
を
な
ら
べ
て
、
こ
の
作
文
が
完

成
し
ま
し
た
。入
賞
し
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

し
あ
わ
せ
な
一
ぱ
い
の
水

　

ぼ
く
は
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
、
小
さ
な

子
供
が
遠
く
の
川
ま
で
、
水
を
く
み
に
い
く
場

面
を
見
ま
し
た
。ま
ず
し
い
外
国
の
村
で
は
、
家

に
水
道
が
無
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。ぼ
く
は
、
毎

日
、
川
か
ら
水
を
運
ぶ
こ
と
は
、
大
変
な
作
業

だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、
こ
の
水
を
村
の

人
々
は
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
不
思
議
で
し
た
。

水
は
、
茶
色
で
に
ご
っ
て
い
ま
し
た
。ど
ろ
水
を

飲
ん
だ
ら
お
い
し
く
な
い
し
、
き
た
な
い
水
な

の
で
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
に
、
村
の
人
々
は

一
生
け
ん
め
い
に
水
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。そ
し

て
、
ど
ろ
水
を
バ
ケ
ツ
に
少
し
ず
つ
く
み
、
体
や

か
み
を
洗
っ
て
い
ま
し
た
。人
々
は
、
数
日
ぶ
り

の
お
風
呂
だ
と
笑
い
、
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。ぼ

く
に
は
、
き
た
な
い
水
に
思
い
ま
し
た
が
、
こ
の

村
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
大
切
な
水
。一
て
き
も

む
だ
に
し
な
い
よ
う
に
使
っ
て
い
る
す
が
た
を

見
て
、
日
本
の
よ
う
に
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が

出
て
く
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

水
が
無
く
な
っ
た
ら
人
間
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
。水
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
大
切

な
も
の
で
あ
る
こ
と
。世
の
中
の
水
が
無
く
な
っ

て
し
ま
う
と
、
人
間
は
、
水
を
飲
め
な
く
な
る
こ

と
。体
の
中
の
水
分
が
不
足
し
、
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
。お
風
呂
に
入
れ
な
く
な
る
こ
と
。

歯
み
が
き
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
。人
間
の
体
が

よ
ご
れ
、
ば
い
き
ん
が
付
い
て
病
気
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
。ぼ
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。そ
し
て
、
日
本
に
住
む
ぼ
く
た
ち
は
、

す
ご
く
幸
せ
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

水
は
、
限
り
あ
る
資
源
。だ
か
ら
、
ぼ
く
た
ち

は
、
水
を
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

歯
み
が
き
の
と
き
、
水
道
の
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
こ
と
。シ
ャ
ン
プ
ー
の
と
き
は
、
す
す

ぐ
と
き
だ
け
シ
ャ
ワ
ー
を
出
す
こ
と
。お
風
呂
の

残
り
湯
を
使
い
、
く
つ
洗
い
や
洗
濯
を
す
る
こ

と
。少
し
気
を
付
け
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
水
を

節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、
人
間
一

人
ひ
と
り
が
水
を
節
約
す
る
こ
と
を
心
が
け
れ

ば
、
小
さ
な
力
も
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま

す
。世
界
中
の
人
々
や
ぼ
く
た
ち
の
幸
せ
な
未
来

の
た
め
に
も
「
水
」
と
い
う
資
源
を
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

「
た
だ
い
ま
。の
ど
が
か
わ
い
た
。」

　

学
校
帰
り
の
つ
め
た
い
一
ぱ
い
の
水
。ゴ
ク
ゴ

ク
と
の
ど
も
お
い
し
い
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。い
つ
ま
で
も
、
こ
の
幸
せ
が
続
き
ま
す

よ
う
に
、
今
日
も
感
謝
し
て
水
を
飲
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
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●
作
文
小
学
生
高
学
年
の
部

石
巻
市
立
中
里
小
学
校

５
年　
 
宮  
本 　
 
夢  
与 

み
や 

も
と 

ゆ
め 

よ

企
業
団　

特
選

全　

国　

入
選

　

姉
妹
で
特
選
だ
っ

た
の
で
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。姉

が
作
文
を
書
い
て
い

る
の
を
見
て
、
私
も

書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。小
学
校
で
水
道

の
学
習
や
北
上
川
の
調
査
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

震
災
後
は
、
水
の
な
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
当
に
水
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。世
界
中
の

人
た
ち
が
、
日
本
の
よ
う
に
お
い
し
い
水
道
水

を
飲
め
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

海
は
青
い

　

「
海
は
青
い
」
テ
レ
ビ
や
教
科
書
で
地
球
を
見

る
と
、
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
し
た
。わ

た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
青
色
が
好
き
で
し

た
。今
思
う
と
、
き
れ
い
な
海
の
色
だ
っ
た
か
ら

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
わ
た
し
は
津
波
を
経
験

し
ま
し
た
。わ
た
し
の
家
に
も
津
波
が
き
ま
し

た
。津
波
は
海
か
ら
や
っ
て
き
た
の
に
、
青
色
で

は
な
く
茶
色
で
し
た
。わ
た
し
は
絵
を
か
く
と

き
、
海
と
空
は
い
つ
も
青
色
の
絵
の
具
を
使
い

ぬ
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
海
っ
て
青
く
な
か
っ

た
ん
だ
…
。

　

わ
た
し
は
四
年
生
の
時
、
総
合
の
時
間
に
北

上
川
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。一
人
一
人
が
、

自
分
の
調
べ
た
い
こ
と
を
決
め
、「
北
上
川
調
査

隊
」
に
な
り
ま
し
た
。わ
た
し
は
、
北
上
川
の
水

の
よ
ご
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
北
上
川
の
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
わ
た

し
た
ち
は
飲
ん
で
い
る
と
教
え
て
も
ら
っ
た
か

ら
で
し
た
。水
質
検
査
を
す
る
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
を

し
ま
し
た
。水
道
水
の
値
が
「
一
」で
、
北
上
川
が

「
八
」
で
し
た
。こ
れ
は
、
と
て
も
よ
ご
れ
て
い
る

と
い
う
結
果
で
し
た
。わ
た
し
は
、
想
像
し
て
い

た
よ
り
も
値
が
高
か
っ
た
の
で
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。

　

わ
た
し
の
目
で
見
て
も
、
川
の
中
に
は
い
く
つ

も
の
ゴ
ミ
が
う
い
て
い
て
、
き
れ
い
と
は
言
え
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
。川
の
側
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、
こ
ち
ら
に
も
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
お

か
し
の
空
袋
な
ど
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。水
を

使
っ
て
い
る
み
ん
な
が
、
川
を
よ
ご
し
て
い
る
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。と
て
も
悲
し
く
な
り
、
こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。み
ん
な
で
協

力
し
て
、
一
時
間
く
ら
い
で
大
き
な
袋
に
五
つ
ゴ

ミ
を
拾
い
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
、
毎
年
中
里
小

学
校
四
年
生
に
引
き
つ
が
れ
て
い
き
ま
す
。み
ん

な
が
使
う
水
を
守
る
こ
と
に
少
し
で
も
役
立
て

る
の
な
ら
、
わ
た
し
は
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

活
動
し
て
い
る
人
た
ち
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。初
め
て
の
話
に
、
わ
た
し
は

夢
中
で
し
た
。海
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、

緑
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
緑
は
、
山
に
あ
る
。だ

か
ら
、
山
に
は
木
々
を
植
え
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
う
す
れ
ば
、
海
は
き
れ
い
に
な

り
そ
こ
で
生
活
す
る
魚
や
貝
な
ど
も
元
気
に
な

る
。

　

わ
た
し
は
緑
が
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
て
い
る
山
に

行
っ
た
時
、
空
気
が
お
い
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
海
ま
で
き
れ
い
に
し
て

く
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
好
き
な
お
い
し
い
海
の
幸
を
食
べ
ら

れ
る
の
は
、
こ
う
い
う
努
力
を
し
て
い
る
人
た
ち

が
い
た
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
蛇
口
か
ら
水
の
出
な
い
生
活
を

何
日
間
も
し
ま
し
た
。あ
の
忘
れ
ら
れ
な
い
東

日
本
大
震
災
。二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
な
い
と
思

い
ま
す
。水
が
無
い
っ
て
こ
と
は
、
も
う
想
像
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
く
ら
い
大
変
な
こ
と
で
し

た
。水
は
大
切
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
っ
て
、

知
っ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
け
れ
ど
、
口
先
だ
け

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
反
省
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は
、
毎
月
ポ
ス
ト
に
入
る
水
道
使

用
量
等
通
知
書
を
見
て
、
い
つ
も
よ
り
多
い
時
に

は
「
今
月
、
水
道
た
く
さ
ん
使
っ
た
み
た
い
。」
と

言
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
き
ま
っ
た
よ
う
に
「
む
だ

使
い
は
、
や
め
て
よ
ね
。」っ
て
続
け
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
自
覚
を
も
っ
て
、
海
や
川
を
よ
ご

さ
な
い
。水
道
水
は
、
出
し
っ
ぱ
な
し
せ
ず
こ
ま

め
に
止
め
て
使
う
。一
人
で
は
一
の
力
し
か
な
い

け
れ
ど
も
、
十
人
に
な
れ
ば
十
の
力
、
一
億
人

な
ら
一
億
の
力
に
な
り
ま
す
。み
な
さ
ん
も
少
し

行
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
海
は
青
い
」
と
あ
た
り
ま
え
に
青
色
の
絵
の

具
で
か
け
る
時
代
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
き

ま
す
よ
う
に
。

●
作
文
中
学
生
の
部

石
巻
市
立
山
下
中
学
校

３
年　
 
宮  
本 　
 
愛  
与 

み
や 

も
と 

ま
な 

よ

企
業
団　

特
選

　

当
た
り
前
だ
っ
た

水
道
水
が
、
蛇
口
か

ら
出
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
…
。
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
た

私
は
、
水
の
な
い
生
活
の
大
変
さ
を
身
体
全
体

で
感
じ
ま
し
た
。
二
年
が
過
ぎ
、
今
の
私
に
何

が
で
き
る
の
か
自
問
自
答
し
た
作
品
で
す
。

　

作
文
特
選
、
標
語
入
選
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
受
賞
は
、
経
験
を
ど
の
よ
う
に
今
後
生
か

し
て
い
く
の
か
、
問
題
提
示
さ
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

水
が
く
れ
た
笑
顔

　

あ
た
り
ま
え
に
あ
る
は
ず
の
物
が
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
…
あ
の
東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
や
、
決
し
て
忘
れ
て

は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
二
年
が
過
ぎ

た
今
だ
か
ら
こ
そ
思
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
何
が
一
番
辛

か
っ
た
か
。
そ
れ
は
水
が
蛇
口
か
ら
出
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い

つ
も
水
は
限
り
な
く
出
て
く
る
生
活
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
水
道
水
は
美
味
し
く
飲
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
水
が
い
つ
も
出
る
と
い
う

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
は
、
本
当
は
あ
た
り
ま
え

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
初
め
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。
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生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
水
は
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
ト
イ
レ
、
洗
顔
、
歯
磨
き
、
入
浴
、

洗
濯
、
食
事
な
ど
、
ど
れ
も
が
毎
日
し
て
き
た

こ
と
で
す
。
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
か
ら
、
も
う
み
ん
な
が
大
変
で
し
た
。

津
波
の
水
は
自
宅
ま
で
き
ま
し
た
。
津
波
の
汚

れ
た
水
を
見
た
時
、
こ
れ
が
い
つ
も
の
水
道
水

と
同
じ
だ
っ
た
ら
、
飲
め
る
し
、
入
浴
も
で
き

る
の
に
な
ぁ
と
思
い
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
す
が
、
水
の
入
手
方

法
が
一
つ
だ
け
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
浄

水
場
に
も
ら
い
に
行
く
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち

家
族
は
水
汲
み
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
朝
目
覚

め
た
ら
、
最
初
に
水
汲
み
の
仕
事
が
私
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
し
な
い
事
に
は
、
一
日

の
生
活
を
始
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
泥
の
中
、

強
風
に
向
か
っ
て
自
転
車
を
数
十
分
こ
ぎ
、
順

番
が
く
る
の
を
何
時
間
も
待
っ
て
、
重
い
水
を

自
転
車
の
前
後
に
積
ん
で
帰
り
ま
し
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
他
県
か
ら
の
給
水
車
も
次
々

に
到
着
し
て
、
水
を
汲
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

水
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
素
早
く
入
れ
物
に

入
れ
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
一
日
に
最
低

で
も
、
二
回
は
行
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
水

は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
結
構
重
い
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
ど
ん
な
に
節
約
し
て
使
っ
た
と
し

て
も
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
日
が
水
汲
み
で

終
っ
て
し
ま
う
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
生
き
て
行
く
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
水
が
一
番
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

私
の
家
の
庭
に
は
、
何
十
年
も
使
っ
て
い
な

い
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
私
と
妹
が
小
さ
か
っ
た

頃
か
ら
、
完
全
に
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
重
い

ふ
た
の
よ
う
な
物
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
家

族
の
誰
も
が
井
戸
の
あ
る
こ
と
さ
え
、
忘
れ
て

い
ま
し
た
。
ご
近
所
の
方
が
、「
こ
の
井
戸
は
使

え
る
は
ず
だ
か
ら
、
使
っ
て
み
た
ら
。」
と
言
っ

て
く
だ
さ
り
、
掃
除
ま
で
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
我
が
家
の
井
戸
水
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ご
近
所
の
人

た
ち
が
水
を
も
ら
い
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
井
戸
水
は
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
翌
日
に
は
ま
た
水
が
溜
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
原
始
的
で
す
が
、
昔
の
人
の
知

恵
で
あ
る
井
戸
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
井
戸
水
は
、
み
ん
な
を
優
し
い
笑
顔
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
。」「
ま
た
、
明
日
も
お
願
い
し

ま
す
。」
と
言
っ
て
い
く
人
た
ち
の
笑
顔
が
、
優

し
く
素
敵
に
輝
い
て
い
て
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
私
自
身
も
、「
今
日
も
水
を
あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
ね
…
」
と
何
度
も
何
度
も
繰
り
返

し
心
の
中
で
言
い
な
が
ら
優
し
い
笑
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
水
に
は
、
人
間
の
身
体
ば
か
り

で
は
な
く
、
心
ま
で
優
し
く
す
る
力
が
あ
る
の

だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
以
外
の
国
の
水
事
情
に
つ
い
て
も
、
考

え
て
み
ま
し
た
。
ガ
ー
ナ
と
い
う
国
で
、
小
学

校
の
先
生
を
し
て
い
た
方
の
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ガ
ー
ナ
は
、
き
れ
い
な
水
を
飲
め
る
訳
で
は

な
い
の
で
、
病
気
が
多
く
平
均
寿
命
は
五
十
歳

位
で
す
。
家
に
は
蛇
口
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
月

に
一
、
二
回
し
か
水
が
出
な
い
た
め
、
雨
季
に

は
雨
水
を
溜
め
て
使
い
乾
季
に
は
遠
く
の
湧
き

水
か
ら
汲
ん
で
来
て
も
ら
っ
た
水
を
大
事
に
使

い
ま
す
。
彼
女
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
か
ら
、

一
日
に
も
ら
え
る
水
は
バ
ケ
ツ
一
杯
。
私
は
あ

ま
り
の
少
な
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ど
う
考
え
て

も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
量

だ
か
ら
で
す
。
こ
れ
で
、
お
風
呂
（
水
浴
び
）

に
入
り
、
残
り
は
洗
濯
に
、
洗
濯
で
汚
れ
た
水

は
ト
イ
レ
用
と
無
駄
な
く
使
い
ま
す
。
水
を
も

ら
え
な
い
日
も
あ
り
、
泣
き
た
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
な
日
に
は
小
学
生
と
一
緒
に

湧
き
水
汲
み
に
歩
い
て
、
重
い
水
を
背
負
っ
て

帰
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
あ
た
り
ま

え
に
水
の
あ
る
生
活
を
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、

あ
た
り
ま
え
に
感
謝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
よ
う
な
水

道
設
備
や
技
術
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
水
道
が
あ
っ
た
ら
、
水
汲
み
と
い
う
過

酷
な
児
童
労
働
も
軽
減
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
は
、
水
の
大
切
さ
を
頭
の
中

で
は
理
解
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
口
先
だ
け
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
美
味
し
い
水
が
出

て
く
る
。
こ
の
あ
た
り
ま
え
に
感
謝
し
、
こ
の

あ
た
り
ま
え
の
水
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
く

努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
水
の
な
い
生
活
を
実

際
に
経
験
し
な
い
と
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
昔
の
人
た
ち
の
知
恵

を
大
切
に
し
、
身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
我
が
家
の
井
戸
を
大
切

に
守
り
続
け
、
災
害
時
に
は
み
な
さ
ん
に
も

使
っ
て
頂
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
の
笑
顔
が
大
好
き
だ
か
ら
。

●
作
文
中
学
生
の
部

石
巻
市
立
渡
波
中
学
校

１
年　
 
佐  
藤 　
 
季  
星 

さ 

と
う 

き 

ら
ら

企
業
団　

入
選

全　

国　

入
選

　

生
き
て
い
る
実
感

と
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
な
表
情

を
見
せ
て
く
れ
る

『
大
切
な
水
』
に
感
謝

の
気
持
ち
を
こ
め
て
書
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
標
語
で
、
今
年
は
作
文
で
全
国
表
彰

さ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
大

切
な
資
源
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
生
活
し
た
い

で
す
。

「
大
切
な
水
」に
感
謝

　

「
ジ
ャ
ー
、
ジ
ャ
ー
」
な
ん
て
心
地
良
い
音
な
ん

で
し
ょ
う
。な
ん
か
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。

ま
だ
半
分
、
ね
む
り
か
ら
覚
め
な
い
私
の
頭
を

「
シ
ャ
キ
ッ
！
」と
さ
せ
て
く
れ
る
音
で
す
。

　

ね
む
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、
い
や
い
や
ベ
ッ

ド
か
ら
起
き
上
が
っ
て
く
る
私
は
、
家
の
中
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
こ
の
音
に
、
い

つ
も
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

春
は
、「
春
眠
、
あ
か
つ
き
を
覚
え
ず
」
じ
ゃ
な

い
け
れ
ど
、
本
当
に
ね
む
い
し
、
体
が
だ
る
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。そ
ん
な
時
こ
の
音
は
、
新
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
だ
か
ら
し
っ
か
り
し
ろ
っ

て
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。私
も
友
達
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
、
勉
強
頑

張
ら
な
く
ち
ゃ
っ
て
気
分
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

夏
は
、
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
つ
け
る
太
陽
に
、
外
出

す
る
の
も
お
っ
く
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
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習
字
の
部

ん
な
時
こ
の
音
は
、
若
い
の
に
何
や
っ
て
る
ん

だ
っ
て
、
発
破
を
掛
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。私
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
や
苺
に
水
や
り
す

る
足
取
り
が
軽
く
な
り
、
早
く
た
く
さ
ん
の
き

れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
ね
っ
て
優
し
い
気
分
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　

秋
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
天
気
が
変
化
し
、
私

も
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
、
毎
日
う
が
い
や

手
洗
い
に
気
を
つ
か
い
ま
す
。そ
ん
な
時
こ
の
音

は
、
私
と
い
う
強
い
味
方
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
っ

て
、
た
の
も
し
い
パ
ワ
ー
を
く
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。で
も
、
お
か
げ
で
幼
稚
園
か
ら

ず
っ
と
皆
勤
賞
だ
よ
っ
て
安
心
し
た
気
分
に
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

冬
は
、
ブ
ル
ブ
ル
寒
く
て
、
こ
た
つ
に
足
を
の

ば
し
て
ゆ
っ
く
り
ア
イ
ス
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。そ
ん
な
時
こ
の
音
は
、
さ
ぼ
っ
て
な

い
で
手
伝
い
も
し
ろ
よ
っ
て
声
が
け
し
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。私
も
、
白
い
息
を
吐
き
な
が

ら
手
を
真
っ
赤
に
し
て
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
洗
た

く
し
て
い
る
マ
マ
に
感
謝
で
温
か
い
気
分
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
あ
た
り
前
の
よ
う
に
出

て
き
て
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
見

せ
て
く
れ
る
「
水
」
が
、
私
は
大
好
き
で
す
。水
は

生
き
て
い
く
た
め
、
生
活
す
る
た
め
に
、
切
っ
て

は
切
れ
な
い
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　

二
年
前
、
突
然
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
、

大
変
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。電
気
や
水
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
止
ま
り
、
食
べ
物
さ
え
な
か

な
か
手
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。私

も
家
や
友
達
思
い
出
な
ど
大
切
な
も
の
を
た
く

さ
ん
失
い
ま
し
た
。半
年
近
く
、
避
難
所
で
生
活

し
ま
し
た
。目
の
前
に
は
、
水
道
の
蛇
口
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
に
、
ど
の
蛇
口
か
ら
も
「
ジ
ャ
ー
、

ジ
ャ
ー
」
と
い
う
水
の
音
は
お
ろ
か
、
一
滴
た
り

と
も
水
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。あ

た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
あ
た
り
前
で
な

く
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。目
の
前
が
真
っ
暗
に
な

り
ま
し
た
。「
こ
の
先
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
ん
だ

ろ
う
。み
ん
な
生
き
て
い
け
る
の
か
な
？
」
不
安

と
恐
怖
で
寝
れ
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。み
ん

な
泣
き
は
ら
し
た
目
で
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

何
日
か
し
て
、
ガ
レ
キ
で
う
ま
っ
た
道
路
を
か

き
わ
け
、
日
本
全
国
、
い
え
世
界
中
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
届
け
ら
れ
た

時
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。初
め
は
、

五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
一
世
帯

に
一
本
し
か
も
ら
え
ず
、
一
口
ご
く
り
と
の
ど

を
通
っ
た
水
は
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

て
く
れ
る
貴
重
な
大
切
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
水
道
の
復
旧
作
業
に
給
水
活

動
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
被
災
地
に
足

を
運
ん
で
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。真
っ
黒
に

な
り
な
が
ら
寝
る
時
間
も
な
く
、
安
全
で
安
心

し
て
飲
め
る
水
道
水
を
届
け
る
た
め
に
頑
張
っ
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

心
あ
た
た
ま
る
支
援
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。あ
の
時
の
思
い
を
忘

れ
な
い
よ
う
、
水
の
大
切
さ
を
何
か
に
残
し
て

い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
ま
で
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
こ
の
震
災
を
経
験
し
た
私
達
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
水
、
大
切
な
資

源
、
一
人
一
人
が
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
明

日
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部石

巻
市
立
蛇
田
小
学
校

２
年　
 
2 

た
か 

橋 　
　
 
陸 

は
し 

り
く

企
業
団　

特
選

　

特
選
を
目
指
し
て
、

た
く
さ
ん
練
習
し
ま

し
た
。
特
に
入
り
方

や
は
ら
い
、
止
め
が

正
し
く
か
け
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

結
果
が
く
る
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、

目
標
の
特
選
に
入
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
も
特
選
を
目
指
し
て
、
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

●
小
学
生
高
学
年
の
部石

巻
市
立
大
川
小
学
校

６
年　
 
山  
本 　
 
聖  
七 

や
ま 

も
と 

せ
い 

な

企
業
団　

特
選

　

「
水
道
週
間
」
を
書

く
と
き
に
一
番
気
を

付
け
た
こ
と
は
、
一

つ
一
つ
の
字
の
配
列

で
す
。
配
列
が
お
か

し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
見
て
が
っ
か
り
し
て

し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
配

列
に
気
を
配
り
、
特
に
「
間
」
と
い
う
字
に
気

を
付
け
て
書
き
ま
し
た
。
何
度
も
何
度
も
書
い

て
練
習
し
て
、
自
分
で
は
す
っ
き
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
作
品
が
で
き
ま
し
た
。
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標
語
の
部

●
標
語
小
学
生
の
部

石
巻
市
立
向
陽
小
学
校

６
年　
 
小  
野  
寺  
奈  
桜 

お 

の 

で
ら 

な 

お

企
業
団　

入
選

全　

国　

入
選

　

私
は
、
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
て
改

め
て
水
の
あ
り
が
た

さ
を
感
じ
、
こ
の
標

語
を
書
き
ま
し
た
。

　

水
が
あ
る
か
ら
こ
そ
私
た
ち
が
い
つ
も
元
気

で
い
ら
れ
る
し
、
私
た
ち
の
何
よ
り
大
切
な
命

を
つ
な
い
で
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
標
語
中
学
生
の
部

石
巻
市
立
山
下
中
学
校

１
年　
 
小  
野  
寺 　
 
雅 

お 

の 

で
ら 

み
や
び

企
業
団　

特
選

　

私
は
今
回
作
っ
た

標
語
を
、
水
道
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え

な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
が

お
き
、
水
道
が
使
え
な
く
な
っ
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
改
め
て
水
道
が
使
え
な

く
な
る
と
ど
れ
だ
け
不
便
に
な
る
の
か
に
気
付

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
何
人
も
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
水
道

を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
標
語
中
学
生
の
部

石
巻
市
立
山
下
中
学
校

１
年　
 
2 

た
か 

平 　
　

ひ
ら

 
響 

ひ
び
き

企
業
団　

入
選

全　

国　

入
選

　

学
校
の
国
語
の
授

業
で
、
こ
の
標
語
を

書
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
応
募
の
中
か

ら
、
私
の
作
品
が
入

選
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
標
語
を
書
く
時
に
ご

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
は
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
に
私
が
感
じ
た
こ
と
を
素
直
に
書
き

ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

蛇口から

命をつなぐ

贈り物

水道は

　　命と命を

つなぐ道

水がある　

この喜びを

忘れない

表彰式の様子
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＊　

作　

文　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

★
小
学
生
低
学
年
の
部　
『
特
選
』蛇
田
３
年
・
千

葉
蒼
大
／『
入
選
』蛇
田
２
年
・
今
野
智
貴
／『
佳

作
』湊
３
年
・
梶
原
凜
／
石
巻
３
年
・
濱
田
明
里

／
中
里
３
年
・
遠
藤
陽
菜

★
小
学
生
高
学
年
の
部　
『
特
選
』中
里
５
年
・
宮

本
夢
与
／
『
入
選
』
蛇
田
５
年
・
今
野
智
那
津
／

渡
波
６
年
・
佐
藤
涼
香
／『
佳
作
』釜
４
年
・
阿
部

早
也
佳
／
蛇
田
５
年
・
佐
藤
三
奈

★
中
学
生
の
部　
『
特
選
』山
下
３
年
・
宮
本
愛
与

／『
入
選
』渡
波
１
年
・
佐
藤
季
星

　
　

＊　

標　

語　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

★
小
学
生
の
部　
『
特
選
』桃
生
３
年
・
相
澤
彩
那

／『
入
選
』鮎
川
５
年
・
奥
海
洋
平
／
向
陽
６
年
・

小
野
寺
奈
桜
／
中
津
山
第
二
６
年
・
今
野
夢
子

／
『
佳
作
』
向
陽
６
年
・
平
尾
太
一
／
中
津
山
第

二
６
年
・
山
内
青
空
／
桃
生
１
年
・
近
藤
龍
成
／

矢
本
西
３
年
・
土
井
梨
瑚
／
矢
本
西
３
年
・
阿
部

信
太
郎

★
中
学
生
の
部　
『
特
選
』山
下
１
年
・
小
野
寺
雅

／『
入
選
』山
下
１
年
・
安
藤
海
斗
／
山
下
１
年
・

1
平
響
／
山
下
３
年
・
宮
本
愛
与
／
『
佳
作
』
山

下
１
年
・
池
田
綾
花
／
山
下
１
年
・
佐
々
木
泰
地

／
山
下
１
年
・
小
袖
未
来
／
山
下
１
年
・
渡
辺
颯

太
／
渡
波
１
年
・
佐
藤
季
星

◆
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
◆

全

国

表

彰

伝

達

式

全

国

表

彰

伝

達

式

　

平
成　

年　

月　

日
、
石
巻
市
役
所
庁
議

25

11

25

室
に
お
い
て
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

た
方
々
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
は
、
緊
張
し
た
表
情

で
、
亀
山
企
業
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
受

け
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
終
了
後
は
、
同
席

し
た
保
護
者
を
交
え
、
笑
顔
で
記
念
写
真
の

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞ささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみなななななななななななななななななななななさささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめでででででででででででででででででででででとととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。入賞されたみなさんおめでとうございました。

◇
標
語
の
部　
　
　
　
　
　

『
特
選
』

桃
生
小
学
校
３
年　

相
澤　

彩
那

『
入
選
』

向
陽
小
学
校
６
年　

小
野
寺
奈
桜

山
下
中
学
校
１
年　

0
平　
　

響

◇
作
文
小
学
生
低
学
年
の
部

『
入
選
』

蛇
田
小
学
校
３
年　

千
葉　

蒼
大

蛇
田
小
学
校
２
年　

今
野　

智
貴

◇
作
文
小
学
生
高
学
年
の
部

『
入
選
』

中
里
小
学
校
５
年　

宮
本　

夢
与

◇
作
文
中
学
生
の
部

『
入
選
』

渡
波
中
学
校
１
年　

佐
藤　

季
星

◇
図
画
小
学
生
低
学
年
の
部

『
入
選
』

石
巻
小
学
校
３
年　

山
形　

晃
代

◇
図
画
中
学
生
の
部

『
入
選
』

山
下
中
学
校
２
年　

木
村　

知
春

　
　

＊　

図　

画　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

★
小
学
生
低
学
年
の
部　
『
特
選
』
石
巻
３
年
・

中
村
望
来
里
／
『
入
選
』
湊
３
年
・
及
川
想
楽
／

石
巻
３
年
・
山
形
晃
代
／
向
陽
１
年
・
代
田
悠
浬

／『
佳
作
』赤
井
南
３
年
・
佐
々
木
友
愛
／
蛇
田
３

年
・
山
陰
愛
加
／
北
上
３
年
・
阿
部
晴
菜
／
北
上

３
年
・
那
須
野
夏
音
／
開
北
３
年
・
中
田
瑠
七

★
小
学
生
高
学
年
の
部　
『
特
選
』
石
巻
５
年
・

阿
部
志
帆
／
『
入
選
』
蛇
田
４
年
・
川
綱
祐
多
／

石
巻
５
年
・
阿
部
海
斗
／
大
塩
６
年
・
遊
佐
和
花

／『
佳
作
』石
巻
５
年
・
國
部
彩
心
／
石
巻
５
年
・

野
村
歩
聖
／
石
巻
５
年
・
松
川
彩
矢
／
石
巻
５

年
・
小
林
尚
生
／
石
巻
５
年
・
星
伊
吹

★
中
学
生
の
部　
『
特
選
』
住
吉
３
年
・
佐
藤
音

花
／
『
入
選
』
蛇
田
１
年
・
川
綱
幸
多
／
住
吉
２

年
・
佐
藤
澄
怜
／
山
下
２
年
・
木
村
知
春
／『
佳

作
』住
吉
３
年
・
木
村
遼
弥
／
住
吉
３
年
・
杉
山

み
い
な
／
山
下
２
年
・
福
野
佑
香
／
山
下
２
年
・

阿
部
瑠
美
／
石
巻
３
年
・
佐
藤
麻
衣
亜

　
　

＊　

習　

字　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

★
小
学
生
低
学
年
の
部　
『
特
選
』
蛇
田
２
年
・

2
橋
陸
／
『
入
選
』
向
陽
１
年
・
飯
坂
姫
菜
／
向

陽
１
年
・
堀
野
蒼
／
釜
３
年
・
安
海
知
夏
／『
佳

作
』石
巻
３
年
・
古
藤
野
睦
／
蛇
田
３
年
・
菅
原

彩
恵
／
蛇
田
３
年
・
鈴
木
優
太
／
向
陽
３
年
・
成

澤
和
香
／
大
曲
３
年
・
村
田
萌

★
小
学
生
高
学
年
の
部　
『
特
選
』
大
川
６
年
・

山
本
聖
七
／
『
入
選
』
赤
井
南
６
年
・
三
浦
理
緒

奈
／
向
陽
６
年
・
小
野
寺
奈
桜
／
向
陽
６
年
・
岩

遥
菜
／
『
佳
作
』
蛇
田
６
年
・
長
島
愛
依
／
大
曲

６
年
・
日
野
若
葉
／
中
津
山
第
二
６
年
・
及
川
和

怜
／
向
陽
６
年
・
鈴
木
和
華
子
／
向
陽
６
年
・
阿

部
ほ
の
か
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東 松 島 市
石　　　　巻　　　　市曜

日日月
雄勝地区北上地区桃生地区河北地区河南地区牡鹿地区旧石巻地区

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 ミヤケン
25-3077

水１

１

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0大川屋本店
96-2325

木２

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 晃和工業
96-6651

金３

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 ミヤケン
25-3077

土４

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0大川屋本店
96-2325

日５

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651

土11

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651

日12

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077

月13

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077

土18

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0大川屋本店
96-2325

日19

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0大川屋本店
96-2325

土25

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 晃和工業
96-6651

日26

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651

土１

２

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 ミヤケン
25-3077

日２

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077

土８

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0大川屋本店
96-2325

日９

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 晃和工業
96-6651

火11

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0大川屋本店
96-2325

土15

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 ミヤケン
25-3077

日16

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651

土22

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0大川屋本店
96-2325

日23

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077

土１

３

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 晃和工業
96-6651

日２

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0大川屋本店
96-2325

土８

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 ミヤケン
25-3077

日９

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651

土１５

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0大川屋本店
96-2325

日１６

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 晃和工業
96-6651

金２１

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077

土２２

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077

日２３

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0大川屋本店
96-2325

土２９

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0大川屋本店
96-2325

日３０

※ 休日とは、土・日・祝日をさします。

※ 宅地内修繕は上記の「休日の当番店」掲載以外の指定給水装置工事事業者でも可能です。

※ 道路からの漏水等に緊急で対応することを優先する場合があります。

　　休日の当番店
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◆
水
質
検
査
結
果
を
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し

た
。
田
代
島
や
網
地
島
な
ど
離
島
に
も
、

し
っ
か
り
検
査
が
行
き
届
い
て
い
て
い
る
の

を
知
り
、
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
人
が
住
ん

で
い
る
限
り
、
企
業
団
の
仕
事
内
容
は
変
わ

ら
な
い
の
だ
な
と
。
今
年
は
多
く
の
ダ
ム
で

枯
水
状
態
。
ま
た
豪
雨
に
よ
る
断
水
な
ど
自

然
災
害
が
目
立
ち
、
水
の
貴
重
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

（
石
巻
市
中
里　

Ｍ
さ
ん　
　

才
）

45

表表表表表表表表表表

紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙

よよよよよよよよよよ

りりりりりりりりりり

表  
紙  
よ  
り

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
午
（
馬
）
年
で
す
。
馬
は
古
く
か

ら
縁
起
の
良
い
動
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
頭
が
右
、
尻
尾
が
左
を
向
い

て
い
る
馬
の
絵
や
馬
の
文
字
を
左
右
反
転

さ
せ
た
も
の
を
、
左
馬
（
ひ
だ
り
う
ま
）
と

言
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
を
招
く
め
で
た
い
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
左
馬
に
は
「
右
に
出
る
も
の
が
な

い
」
と
い
う
意
味
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
安
心
・
安
全
な
水
と
い
え
ば
、

水
道
水
の
右
に
出
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
の
た
め
に
も
、
身
近
な
水
道
水
で
こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
、
健
康
で
楽
し
い

生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

　　
　

左
馬
（
ひ
だ
り
う
ま
）

問題　おいしいな　だいじな○○　ごくごくり
　　　 ○○に入る文字はなんでしょう？

①おしょうゆ　　②お酢　　③お水 

応募方法　ハガキに答え（番号）とあなたの住所･氏名･

年齢 ･電話番号を書いて応募してください。

応 募 先　〒９８６-０８６１石巻市蛇田字新上沼１１６番地

　　　　　石巻地方広域水道企業団「すいどうクイズ」係

締め切り　平成２６年１月３１日（金）当日消印有効

賞　　品　正解者の中から抽選で１０名の方に、図書

カード（千円分）をプレゼントいたします。

　※　お客さまからいただいた個人情報は、賞品の発送及び「読

者のみなさんより」のコーナーのみに使用するもので、お客さ

まの承諾なく第三者に提供することはありません。

　※　当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきま

す。また、クイズのほかに水道に関するご意見、ご要望、広報

の感想などもお待ちしております。

前回の答え

　前号すいどうクイズの正解は②独立でした。

　正解者９４名の中から厳正な抽選を行いました。

☆すいどうクイズにチャレンジしよう☆

た
く
さ
ん
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
水
道
や
水
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、『
表

紙
の
写
真
』
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

は
季
節
感
を
感
じ
ら
れ
、
教
養
が
読
み
と
れ

て
と
て
も
好
き
で
す
ね
。

（
東
松
島
市
赤
井　

Ｙ
さ
ん　
　

才
）

50

◆
ど
ん
な
に
大
雨
に
な
り
、
川
は
汚
れ
水
に

な
っ
て
も
、
各
家
庭
に
は
、
い
つ
、
ど
ん
な

時
も
安
全
な
水
が
届
く
こ
と
は
、
す
ご
い
幸

せ
な
こ
と
で
す
。

（
東
松
島
市
矢
本　

Ｔ
さ
ん　
　

才
）

53

◆
毎
号
『
す
い
ど
う
』
を
読
ん
で
い
ま
す
が
、

特
に
復
興
支
援
職
員
紹
介
の
記
事
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
、
応
援
の
方
々
の
健
康
・
無
事

を
祈
念
し
ま
す
。
感
謝
。

（
東
松
島
市
矢
本　

Ｔ
さ
ん　
　

才
）

７０

こ
の
子
の
名
前
は
、
ち
は
る
ち
ゃ
ん
で
す
。



平成２６年１月 1日発行

編集・発行
石巻地方広域水道企業団
〒９８６－０８６１　宮城県石巻市蛇田字新上沼 116 番地
�（0225）９５－２８４７

　企業団では、東日本大震災からの一日も早い復旧・復興のために、全国の１３事業体から延べ２６名（１月現在）

の復興支援職員の応援をいただいております。今号も引き続き復興支援職員の方々を紹介します。

 田  伏 　 匠  太 さん
た ぶし しょう た

◇事業体名　大阪広域水道企業団

◇派遣期間　平成２５年１０月から平成２６年３月まで（６ヶ月間）

◇配 属 先　蛇田浄水場復興計画室

◇担当業務　設計・積算・監督業務

 京  谷 　
きょう や

 昌 
まさ

 章 さん
あき

◇事業体名　八戸圏域水道企業団

◇派遣期間　平成２５年１０月から平成２６年３月まで（６ヶ月間）

◇配 属 先　施設管理課

◇担当業務　漏水修繕業務

設計どおり工事が施工されているか毎日現場を確認しています。

　大阪広域水道企業団から派遣されて参りました田伏です。主な業務内容は、蛇田浄水場移転復旧事業

の工事監督を行っています。少しでもお役にたてるように頑張りますのでよろしくお願いします。

　八戸圏域水道企業団から派遣されました京谷です。不慣れで何かと御迷惑をおかけする事もあるかもし

れませんが、一日も早い水道施設の復旧のために頑張りますのでよろしくお願いします。

漏水調査や工事を安全で円滑に行うための現場立会いをしています。


